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報道関係者 各位

有機フッ素化合物の一種である PFOS 及び PFOA について、春日市須玖北の飲用井戸の自主的な測

定により地下水の指針値（※１）を超過したとの報告がありました。これを受けて、超過範囲を確

認するため福岡県が当該井戸及びその周辺の井戸の地下水調査を行いました。調査結果については、

以下のとおりです。

１ 水質調査の概要及び結果

（1）採水日 令和８年６月 12 日・15 日

（2）調査項目 ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン酸（PFOA）

（3）調査地点（13地点） 報告井戸①・②（２地点、同一敷地内）及びその周辺の井戸 11 地点

（4）水質調査結果（福岡県保健環境研究所分析）

・報告井戸①・②は指針値超過

・周辺の井戸 11 地点はすべて指針値未満

２ 井戸の利用状況及び情報提供について

井戸①・②は飲用水等として利用されている。浄水処理後の給水栓では水道水質基準

（50ng/L）を満たしており、また水道水も併用している。

周辺の井戸所有者に対しては、県の助言のもと、戸別訪問により、飲用にあたっては水

道水や浄水器等を利用するよう周知している。

※１ 指針値：環境中の目標値、要監視項目（※２）として PFOS 及び PFOA 合算で 50ng/L 以下

※２ 要監視項目：人の健康の保護に関連する物質ではあるが、公共用水域等における検出状

況等からみて、直ちに環境基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべきもの

３ 担当課 春日市協働推進部 環境課 生活環境担当 担当者：時枝（ときえだ）

春日市原町３－１－５

TEL 092-584-1111(代) FAX 092-584-1147

E-mail kankyo@city.kasuga.fukuoka.jp

検出値 指針値

井戸① 100ng/L
50ng/L以下

井戸② 300ng/L

春日市内地下水での PFOS･PFOA

指針値超過について
要点（結論）を簡潔に、インパクトある表現で記載します。

【リリースに関する問い合わせ】

春日市 経営企画部 秘書広報課 広報広聴担当
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